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                                中條 克俊 
 
 はじめに 
	 ICT(Information and Communication Technology:情報通信技術)の進化は、まさに日進月
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子たちに活路を見出さざるを得なかった。二十代半ばの私はツッパリを排除することなく、彼
らを教室の真ん中に据えることに腐心した。ツッパリを甘やかすことなく、真正面から向き合















文科省は 2016 年 8 月 1 日、中央教育審議会に次期学習指導要領改訂(小学校は 2020 年度、
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①米国教育使節団 
戦後の米国教育使節団は 2 回来日している。1 回目は 1946(昭和 21)年 3 月にジョージ・Ｄ・
ストダード博士を団長とする米国教育界代表 27 名(うち女性 5 人)が来日、1 か月間滞在して、
『米国教育使節団報告書』を連合国最高指令官に提出した。2 回目は 1950(昭和 25 年)8 月に
第 2 次訪日アメリカ教育使節団五人(ウイラード・Ｅ・ギヴンス団長)が来日、1 か月滞在して
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公職選挙法改正(18 歳選挙権)後初の国政選挙となった参議院議員選挙(2016 年 7 月 10 日投
票日)では、主権者教育とりわけ高校三年生のそれが大いに話題になった。選挙結果を見てみ
ると、18 歳投票率の全国平均は 51.28％で、最高は東京 62.23%、最低は高知 35.29%であった
(総務省 2016 年 9 月最終発表)。19 歳投票率の全国平均は 42.30％であり、埼玉県は、18 歳で
55.31％、19 歳で 46.31％(同前)であった。選挙区全年代の全国平均は 46.78％であった。これ
らの数字(この時は新聞各社の独自発表に基づいている)をどう評価するか。上田埼玉県知事は
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くことが大事と考えています」(『埼玉新聞』同年 7 月 13 日、｢知事会見採録｣)。 
多くの識者も「高校の主権者教育に一定の効果があったといえる」と述べていた。従来の 20
歳選挙の時代は、「投票初体験」ということもあって、20 歳投票率の方が 21 歳投票率よりも高
かった。ところが今回は 18 歳、19 歳とも｢投票初体験｣であったことから両者とも同じくらい
の投票率でよさそうであったが、結果は全国平均で 10 ポイント弱の差がついてしまった。そ
のことから「高校の主権者教育に一定の効果」という評価になったのであろう。しかし、大学


































































実施日	 	 2011 年 3 月 1 日	 2 限(パソコンルーム) 
対	 象	 	 3 年 6 組(男 19 人、女 20 人、計 39 人) 
テーマ	 	 戦争証言アーカイブスに学ぶ―証言者は私たちに何を伝えたいのか 
年間計画	 義務教育最後の授業(1 時間構成)に位置付ける。 
展	 開	 	 家族内の戦争体験の継承が難しい時代となったことを切り口に「戦争証言アーカ
イブス」を通じて、戦争の悲惨さと平和の大切さを学ぶ授業である。戦争体験者は次世代の
若者たちに何を伝達したいのかを考える義務教育最後の授業実践である。 
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んど餓死で 1 万 5100 人が死んでしまったのはとてもおどろきでした。人の肉を食べるなんて
考えられないけれど、それが実際に行われていたのは、戦争があるからだと思います。これか








ハ ICT 活用授業のまとめ 
	 直接聞き取りと ICT 活用聞き取りの差異は、音楽コンサートでいえばライブと録画の関係に















実施日	 	 2016 年 7 月 11 日	 2 限 
対	 象	 	 1 年 2 組(男 20 人、女 17 人、 計 37 人) 
テーマ	 	 『日本列島の誕生－日本人はどこから』 
年間計画	  第 2 章「古代までの日本」2 節「日本列島の誕生と大陸との交流」の 1「日本列島
の誕生と縄文文化」(配当時間 1/3 時間) 
展	 開	 	 導入で地球の誕生、6 億年前のゴンドワナ大陸、2 億年前のパンゲア大陸に触れつ
つ、日本列島誕生までの理解を深めさせた。展開では、グループ討論、グループワークを交え
て日本人がどのように形成されていったか(海路「対馬ルート」〈3 万 8000 年前〉、海路「沖縄
ルート」〈3 万年前〉陸路、「北海道ルート」〈2 万 5000 年前〉)を考えさせた授業実践である。 




















今から約 7 万～8 万 5000 年前のことではないかと考えられています。その集団は、幼児も含
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この一回だけか、ごく少ない回数だけだったと見られています。」(前掲書 201 ページ) 
	 ワンチャンスを生かした 150人がその後の人類の進歩を決定づけたのではないかと考えると
何かゾクゾクしてくるではないか。アフリカで進化したホモ・サピエンスがネアン	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	





















生命の誕生(40 億年前)、恐竜の全盛時代(2 億年前、6 億 5000 年前に絶滅)そして現在の 6 大
陸の形成史(大陸移動説)に注目した。7 億～6 億年前のゴンドワナ大陸につづく 2 億年前のパ
ンゲア大陸はひとつの塊であった。そこで、討論にむけての発問(課題)を次のようにした。 
 課題１ ２億年前、大陸はひとつでした。現在の、北アメリカ、南アメリカ、ユーラシア、インド 
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という歓声があがり、「残念・・」という声もあがった。さて、討論が終わったところで、い
ったん生徒の顔を黒板に集中させ、授業者である私と子どもたちとの一問一答そして解説に入


















C「1000 人・・1 万人・・？」 
T「なんと、150 人です」 
C「えーっ」 
T「この 150 人はどのようなホモ・サピエンスだったのだろう？	 リーダーは？	 みんなの性 
	 格は？	 ちょっと想像してみましょう。」 
続けてのグループ討論、グループワークの課題は、現在の日本列島形成史に関するものにし
た。 





※ 課題１と 	 課題２に関しては、先行授業実践記録「歴史学習に新風を」(川島孝郎、『歴史地	
	 理教育』1994 年 3 月増刊号)を参考にした。 
(正解) 
	 Ａ	 ユーラシア、Ｂ	 北アメリカ、Ｃ	 アフリカ 
	 Ｄ	 南アメリカ、Ｅ	 インド、	 	 Ｆ	 南極 
	 Ｇ	 オーストラリア 
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	 	 	 	 	 	 	 グループ討論の様子 
 
 









	 6 つのグループのうち、5 つは正解であった。1 つのグループは太平洋から上陸したルート 
	 を予想していた。 
T「まあ、よくわかりましたね。それでは研究者の学説、三つのルートを説明します」 




約 3 万 8000 年前に日本へ渡ってきた人類がホモ・サピエンスだといえる根拠は遺跡に残さ
れているという。日本旧石器学会会長の佐藤宏之・東京大教授(考古学)によれば、3 万年以上
前にできたとみられる落とし穴が国内で 400 基ほど見つかっている。静岡県三島市では 100
メートルにわたり 60 基が連なる遺跡が発見されたとして、「これほど大規模な落とし穴群を





	 Ｃ1500 万年前→Ａ45 万年前→Ｂ2 万年前 
	 →Ｄ現在 
社会科教育とアクティブ・ラーニング	






































	 	 	 	 	 	 	 授業風景	 	 	 	 	 	 	 	 	 き出し、身近な地域に結びつかせる。授業者に
とってこんなうれしいことはない。 
	 グループ討論に関する意見のみをいくつか挙げてみよう。 
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の 20～30 人学級)の早期実現である。財務省は、財政制度等審議会分科会(2016 年 11 月 4 日)
で、現在の教育水準を維持したままでも生徒数に応じた教職員の「基礎定数」と政策的に上乗
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注 




















る Sky 株式会社の Web サイト『学校と ICT』)。	
(4)	アクティブ・ラーニングは、アメリカの大学で教授による講義型授業についていけない学	
生向けに開発された能動的な学習方法であり、チャールズ・ボンウェルとジム・エイソンの
レポート(Bonwell, C. C. & Eison, J. A.(1991); “Active learning : Creating excitement in 
the classroom”(ASHE - ERIC Higher Education Rep. No.1). Washington, DC: The 
George Washington University, School of Education and Human Development.)によって
紹介され、普及した。	










私たちに何を伝えたいのか」(『歴史地理教育№838』（2015 年 8 月号、歴史教育者協議会）
を参照されたい。 
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(7)	2 万 6000 年以降にかかわっての日本人のルーツについては『日本列島人の歴史』(斉藤成 
也、岩波ジュニア新書、2016 年)が参考になる。日本列島には三段階で人が渡ってきたこと
を述べている。第一段階は約 4 万年前から 4000 年前にユーラシアから人が渡ってきた。第
二段階は 4000 年から 3000 年前に朝鮮半島、遼東半島、山東半島に囲まれた沿岸と周辺から
渡ってきたらしい。彼らは第一段階の人々と混血していくことになる。第三段階は 3000 年
前以降に、第二段階と遺伝的に少し異なる人たちが朝鮮半島から渡ってきた。彼らが日本に
水田稲作を伝えたと考えられる。 
 
